
 植物は光や温度といった環境情報を利用し
て季節を感知し、適切な発生・生殖活動を行な
っています。環境情報を感知して、環境変化に
巧みに対応する仕組みは、固着生活を強いら
れる植物の特性を知るうえで最も興味深いも
のの一つです。わたしたちは、植物が花を咲か
せる現象（花成）に注目し、環境変化を感知し
て適切なタイミングで花を咲かせる仕組みを
理解することを目指しています。 

 

 日長の季節変化を植物が感知して花を咲かせる「光周性花成」は、
古くから多くの研究者の興味をかりたててきました。光周性花成に
おいて不可欠な役割を担っているのが、花成ホルモン「フロリゲン」
です。花成を誘導する日長条件下で育てられた植物では、葉でフロ
リゲンが作られます。フロリゲンは維管束篩部を介して葉から茎頂
分裂組織へと運ばれ、花成を促進します（図１）。したがって、フロ
リゲンを作れない突然変異体や、フロリゲン機能が低下した突然変
異体は、野生型に比べて遅咲きになるわけです（図２）。 

 

 フロリゲンは、その存在が 1930年代から予想されていましたが、分子実体が不明だったため長
らく“幻の植物ホルモン”とされてきました。しかし、2005 年の京都大学・荒木崇博士と阿部らの
報告を契機として、シロイヌナズナの FLOWERING LOCUS T（FT）タンパク質がフロリゲンの実
体であることが明らかになりました。日長に応じて葉の維管束篩部で作られた FT タンパク質は、
茎頂分裂組織で待ち受ける bZIP型転写因子 FDタンパク質とフロリゲン複合体（FT-FD複合体）
を形成し、花芽形成の鍵遺伝子である APETALA1（AP1）遺伝子の転写を誘導します。 

 

 最近、わたしたちは FTと FDが作るフロリゲン
複合体を in vivo で観察する手法を開発しました
（図３）。FTの特徴は、細胞非自律的な機能（造
られる場所と機能する場所が異なるはたらきのこ
と）です。したがって、FTがどこに存在するかは
大きな意味を持たず、どこで機能するかを理解す
ることが重要です。今後は、この手法を使って「茎頂
でのフロリゲン複合体の動態」「フロリゲン複合体の標的遺伝子」「フロリゲンの輸送の仕組み」
などを明らかにしていきます。 

図１: フロリゲンを介した花成制御 

図２:シロイヌナズナの野生型（左）    

とフロリゲン変異体（右） 

図３: 茎頂でのFT-FD複合体の蛍光イメージング像 



 幻の植物ホルモン・フロリゲンの分子実体が明らかになって 10 年以上が経ちますが、「花成」
という植物特有の現象については、まだまだ未解明なことがたくさん残されています。FT は作物
や花卉にも共通して存在し、花を咲かせるタイミングの決定権を握っていることが分かっていま
す。つまり、FT を介した花成制御の仕組みはシロイヌナズナに限定されたものではなく、植物全
般に共通する仕組みであると考えられます。植物同士で高い保存性をもち、大きな花成促進効果を
もたらすフロリゲンの特性を考えると、FT による花成研究は、基礎研究は当然のことながら、農
産業にも大きな影響を及ぼすことが期待されます。一緒に花成研究を楽しみませんか？ 
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